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　夏盛り、茹だる暑さの中、読者の皆様は如何お過ごしで
しょうか。幼少を小さな漁師町で過ごした小生がこの時期
に思い起こすのは、明け方の岸辺に響き渡る地引網引きの
掛け声、仕事歌である。リーダーの掛け声とそれに呼応し
た漁師達の潮焼け、酒焼けした声が、混ざり合い共鳴して
海面を渡る。少しオーバーではあるが、明け方の静寂を破
って新たな息吹を感じるような夏の毎朝であったように覚
えている。実際は、漁師達にとって大事な仕事歌である。
網を仕掛ける時、大漁の網を手繰る一番力が入り息を合わ
せなければならない時、漁を終えた網を洗い明日の漁に備

え網を仕舞う時、それぞれの状況に応じて、言葉も違えば、
調子、大きさ、掛け声のリーダーも異なり、各自の異なる
役割を果しながら、全体の息が合って最大限の力が発揮で
きるように編み出された仕事の仕組みであるようだ。仕事
歌の文化で最も知られているのは「木遣り歌」であろう。そ
の保存会のリーダー曰く「始めは各々がそれぞれに歌い上
げるのは素晴らしい。ただ全員の力を合わせなければなら
ないその時は、気持ちも声も一つになって調和する事が最
も美しい。」日本には、大きな目標の達成の為に心を一つに
できる文化のDNAがあるように思うが。 （T．S．）
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